
と  き     令和５年６月２４日（土） 

ところ     市役所本庁舎４階 会議室２～５ 

令和４年度実施事業 実施報告会 

【進行スケジュール】 

９：００ 開会 

９：１０ 報告（スタート支援 １事業） 

９：２８ 報告（ステップアップ支援 ８事業） 

１２：０６ 総括質疑・あいさつ 

１２：３０ 閉会 

お問い合わせ 

茅ヶ崎市くらし安心部市民自治推進課協働推進担当（市役所本庁舎４階） 

０４６７－８１－７１２６（直通） 

E-mail：shiminjichi@city.chigasaki.kanagawa.jp



 
令和４年度実施市民活動推進基金補助事業 実施報告書 

目 次 

 

令和４年度実施市民活動推進基金補助事業実施報告会 進行予定表   １ 

令和４年度実施市民活動推進基金補助事業について     ２ 

市民活動推進基金（愛称：市民活動げんき基金）にご寄附いただいた方々   ５ 

茅ヶ崎市市民活動推進委員会委員構成名簿      ７ 

令和４年度実施市民活動推進基金補助事業実績報告書 

◆◆スタート支援◆◆ 

①  多様性野菜活用の料理教室 多様性野菜活用支援協会          ８ 

 

◆◆ステップアップ支援◆◆ 

②  夏休み子供向け SUP体験会 2022  

特定非営利活動法人ＳＵＰＵスタンドアップパドルユニオン                      １６ 

③  「①フリーペーパーの編集・発行」、「②WEBサイトの更新と情報発信」  

BENIRINGO                                ３０ 

④  子どもを大切に育むための「子どもの権利」勉強会＆地域交流会  

ふらっと南湖                                 ３６ 

⑤  鶴嶺中学の学習支援開始の感染防止対策とパワフル大作戦  

特定非営利活動法人こども応援丸                                              ４６ 

⑥  いのちの教室（仮）in「わんにゃんマルシェ」  わんにゃんマルシェ実行委員会     ５２ 
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９:００　開会　（委員長あいさつ、委員紹介、進行及び評価方法についての説明）

発表時間 事業名

9:10 1 多様性野菜活用の料理教室

9:28 2 夏休み子供向けSUP体験会 2022

9:46 3
➊フリーペーパーの編集・発行
➋WEBサイトの更新と情報発信

10:12 4
子どもを大切に育むための「子どもの権利」
勉強会＆地域交流会

10:30 5
鶴嶺中学の学習支援開始の感染防止対策
とパワフル大作戦

10:48 6 いのちの教室（仮）in「わんにゃんマルシェ」

11:14 7 スローコミュニケーションプロジェクト

11:32 8
心の詰まりを取ろう
怒りを知る「アンガーマネジメント講座」

11:50 9
赤ちゃんとママのためのコンサート
～こどもから大人まで楽しめるコンサート～

一般社団法人４Ｈｅａｒｔｓ

マザーアース茅ヶ崎

湘南Liebe

総括質疑（12：06～12：25）

１２:３０　閉会　（委員長あいさつ）　

休憩（11:04～11:14）

令和４年度実施市民活動推進基金補助事業実施報告会　進行予定表

各団体が１０分程度で事業の実施状況を発表し、その後、６分程度で市民活動推進委員会が今後の事業展開や収支決
算等についてコメントします。

団体名

多様性野菜活用支援協会

特定非営利活動法人ＳＵＰＵ
スタンドアップパドルユニオン

BENIRINGO

休憩（10:02～10：12）

ふらっと南湖

特定非営利活動法人こども応援丸

わんにゃんマルシェ実行委員会
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令和４年度実施市民活動推進基金補助事業について 

１ 申請団体募集 

広報ちがさき、市公式ホームページ等で申請団体を募集しました。 

○募集期間 令和３年１２月１日（水）～令和４年１月１３日（木）

２ 企画書作成会 

○日時 令和３年１２月１３日（月）～１２月２４日（金）までの間

事前予約制・個別実施

３ 公開ヒアリング及び公開プレゼンテーション 

スタート支援申請事業については、市民活動推進委員会委員による申請団体へのヒアリングを行い

ました。 

ステップアップ支援申請事業については、申請団体によるプレゼンテーションと、市民活動推進委

員会委員との質疑応答を行いました。 

○日時 令和４年３月１９日（土）

  １３時～１７時１５分 

○対象 スタート支援１団体、ステップアップ支援８団体

（原則、オンライン参加） 

４ 補助事業の選考 

非公開の選考会議で、市民活動推進委員会委員が各団体の事業内容を次の項目で評価しました。 

（スタート支援申請事業については★印がある３項目のみを評価）

(1) 公益性★：事業の成果は、多くの市民の利益となるものであるか、または多くの市民の利益

につながるものであるか。 

(2) 発展性★：補助を受けることで、団体や事業の発展につながるか。

(3) 費用の妥当性★：対象経費の内容、補助の申請額は妥当であるか。事業の内容や効果が、

金額と見合うものであるか。 

(4) 地域性：地域住民のニーズに合うものであるか。

(5) 先駆性：これまでに無い（少ない）新しい取り組みであるか、または新たな視点、発想か

ら（再）提案されたものであるか。 

(6) 事業実現性：実行可能な方法、スケジュール、予算で事業計画が立案されているか。

(7) 自立性：自己努力による資金確保に努めているか。

(8) 継続性：補助事業が終了した後も、継続的な展望を描くことができる活動か。
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５ 選考結果 

選考会議の審議結果（事業及び補助額の評価結果） は、市長に報告され、市長が予算の範囲内で

各事業の採択及び不採択を決定しました。 

６ 事業実施後の評価について 

（１）市民活動推進委員会の評価 

 市民活動推進委員会は、団体が市民活動推進補助金により実施した事業の報告を受けて、当該事業

に対して次のような観点から５段階評価を行うとともに、コメントを付します。 

○事業の実施状況（事業内容）について

○事業の効果について

○今後の展開や発展について

（２）段階評価 

市民活動推進委員会が行う「事業内容」「効果」についての評価は、５段階評価とします。 

評点 評価段階 

５ 事業実施前の想定をはるかによい方向に上回った。 

４ 事業実施前の想定をやや良い方向に上回った。 

３ 事業実施前に想定した範囲の内容であった。 

２ 事業実施前の想定よりやや低いと感じられた。 

１ 事業実施前の想定よりはるかに低いと感じられた。 

（３）市民活動推進委員会の役割 

 個々の事業実施結果に対し、第三者的視点からの評価、助言を行うとともに、補助事業の全体像を

把握することで、今後の制度改善や市民活動の推進、団体サポート等についての審議を効果的に進め、

評価結果及び審議結果を行政にフィードバックします。 
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７ 事業実施前の準備から評価までの流れ 

令和４年４月下旬 

４月下旬まで 

５月中旬まで 

令和５年３月 

事業終了後６０日以内 

または令和５年４月１５日の 

いずれか早い日 

（結果の公表） 

評価結果は、市民自治推進課で一元管理し、市民活動の推進及び制度の改善に活用します。 

交付申請書の提出 （団体→市） 

交付決定通知 （市→団体） 

交付（入金） 

実績報告書の提出 （団体→市） 

実施報告書に基づく評価 

事業の実施 

進め方説明会 

報告書作成会（参加必須） 

選考結果通知 （市→団体） 
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（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

寄附者（敬称略） 寄附年月日 寄附金額（円） 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年４月４日 6,961 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和４年４月２８日 10,439 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 令和４年５月１８日 32,451 

令和３年度実施市民活動げんき基金補助事業実

施報告会設置募金箱 
令和４年５月２３日 200 

益永 律子 令和４年５月２３日 10,000 

歌声サロン「チーパッパ」 令和４年７月３日 5,667 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年８月１日 7,000 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年９月２日 5,000 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年９月１２日 10,990 

歌声サロン「チーパッパ」 令和４年１０月４日 8,400 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和４年１０月２６日 14,308 

特定非営利活動法人アーバンデザインセンタ

ー・茅ヶ崎 
令和４年１０月３１日 5,341 

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 令和４年１１月２日 46,980 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和４年１１月７日 2,140 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１１月３０日 15,000 

匿名 令和４年１２月１５日 30,000 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１２月２０日 11,000 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１２月２０日 11,000 

ふるさと納税（匿名） 令和４年１２月２５日 48,000 

歌声サロン「チーパッパ」 令和４年１２月２７日 4,520 

特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 令和５年３月３日 5,100 

益永 律子 令和５年３月１６日 10,000 

マルハン茅ヶ崎店・平塚店 令和５年３月２０日 100,000 

令和５年度実施市民活動推進基金補助事業公開

ヒアリング・プレゼンテーション設置募金箱
令和５年３月２０日 3,200 

歌声サロン「チーパッパ」 令和５年４月４日 6,228 

湘南ヤクルト販売株式会社 令和５年４月２０日 9,260 

市民活動推進基金にご寄附いただいた方々 
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ふるさと納税（匿名） 令和５年４月２５日 10,000 

合計 429,185 

１７年度からの合計 12,962,107 

市民活動推進補助事業 協力企業 

市民活動推進基金自動販売機設置協力企業様から、対象となる自動販売機の売り上げ

の一部をご寄附いただいています。 

寄附者（敬称略） 寄附対象自動販売機設置場所 

湘南ヤクルト販売株式会社 茅ヶ崎市体育館 

コカ・コーラボトラーズジャパン

株式会社 

浜須賀会館 
海岸地区コミュニティセンター 
小出地区コミュニティセンター 
コミュニティセンター湘南
茅ヶ崎地区コミュニティセンター
鶴嶺東コミュニティセンター
鶴嶺西コミュニティセンター
高砂コミュニティセンター

令和５年度事業は、株式会社ゴルフダイジェスト・オンライン（GDO）様からの企

業版ふるさと納税も活用して補助を実施します。 

GDO 様は「GDO 茅ヶ崎ゴルフリンクス」（茅ヶ崎市菱沼海岸）の運営事業者とし

て、これまでも市政の様々な分野に対しご寄附をいただくなど、ご支援・ご協力をい

ただいております。 
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令和５年４月１日現在 

区分 委員名 所属 

市    民 

大
おお

 畑
はた

 朋
とも

 子
こ

 

公募 

町
まち

 田
だ

 有
ゆ

 紀
き

 

市民活動を行う 

ものの代表者 

坂
さか

 田
た

 美
み

 保
ほ

 子
こ

 特定非営利活動法人湘南NPOサポートセンター 

市
いち

 川
かわ

 歩
あゆみ

 特定非営利活動法人湘南スタイル 

事業者の代表者 

菅
かん

 野
の

 敦
あつし

 湘南信用金庫執行役員茅ヶ崎営業部 

紀
き

 伊
い

 智
とも

 裕
ひろ

 公益社団法人茅ヶ崎青年会議所 

船
ふな

 山
やま

 福
よし

 憲
のり

 
株式会社タウンニュース社 

湘南支社副支社長兼茅ヶ崎編集室編集長 

学識経験を 

有する者 

雫
しずく

 石
いし

 剛
つよし

 茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会 

原
はら

 田
だ

 晃
こう

 樹
き

 立教大学コミュニティ福祉学部 

山
やま

 田
だ

 修
しゅう

 嗣
じ

 文教大学国際学部 

 

茅ヶ崎市市民活動推進委員会委員構成名簿 
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第９号様式（第１７条関係） 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年 3月 31日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地  

報告者 名称  多様性野菜活用支援協会 

代表者氏名 会長 堀江 恒太 

令和４年４月１日付け４茅市自第４号で交付決定を受けました「多様性野菜

活用の料理教室」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告しま

す。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 
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事業実施報告書 

事業名 多様性野菜活用の料理教室  

事業の実施内容  

※実施方法、場所等を

具体的に記入してく

ださい。  

＜活動内容＞  

 近隣の農家で栽培された野菜で、規格外のサイズでできた野菜で市

場に出回ることなく破棄されるものを活用していくことを推奨するた

めの活動。広く参加者に知ってもらい、啓発活動に取り組む。 料理

教室をスタートする前に、簡単に趣旨説明を実施。欧州で行われてい

る活動についての書面を配布した。規格外で廃棄される野菜を積極的

に活用して、新たな価値としての料理を作る。価値をつくるための料

理方法を専門の講師が、一般の方に料理方法を教える講座。  

＜仕入れ農家＞  

 料理教室の会場は、茅ヶ崎市内にあるうみかぜテラスの調理室を借

りて、茅ヶ崎市民を中心に近隣で参加できる方への告知。廃棄予定の

野菜をここでは、「多様性野菜」として定義する。取組にあたり、茅ヶ

崎市民を中心に行う活動だけに、茅ヶ崎の農家さんからの仕入れにす

ることが地産地消の考え方から良いので、積極的に農家にお声をかけ

たが、うまくいかず、もともとのこの取組にご賛同いただいた「鎌倉

野菜の農家」の方からのみの仕入れとなった。三浦野菜の農家の方か

らは、料理教室開催日にちょうど廃棄野菜がないということで仕入れ

ができなかった。鎌倉農家の方は、なんとかして出荷していただいた

。  

＜事業開催日程＞  

○ 2022 年 10 月 15 日（土） 09:00-14:00 うみかぜテラス調理室  

実施内容： 本番までの準備として、料理教室開催の課題抽出と実施

練習  

参加者 ：２名  

主催者側：２名 

○ 2023 年 1 月 7 日（土） 09:00-18:00 うみかぜテラス調理室  

実施内容 ：料理教室 午前と午後の２回開催  

参加者 午前： ３名  

 午後： １名  

主催者側    ２名  
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写真：2023 年 1 月 7 日 (土） 講師堀江氏と参加者３名 

調理用具と食材の話を、実技で見せながら参加者との会話  

○ 2023 年 2 月と 3 月にそれぞれ設定したが、残念なが調理教室の会

場確保ができなかった２月と、食材仕入れができなかった３月となっ

た。  

どちらの回も募集はかけていて参加希望者がいたが、お断りの連絡を

入れた。  

＜メニュー＞ 

○ 2022 年 10 月 15 日

＜当日配布にしたレシピのオリジナルのコピー＞  
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○ 2023 年 1 月 7 日（土）

１．小豆粥  

少し甘めに作るとことにより子どもたちに人気がでる。  

2、煎り酒  

【活用】  

いろいろな料理に活用できる。作るためのコツを理解すると便利。  

３．煎り酒を使ってカブの和物  

 ＊規格外のカブを活用＊  

【活用】  

カブの切り方、剥き方などをプロのやり方を学ぶ

4、蓮根のきんぴら  

【活用】  

夕食の１品追加を考えるのに便利で保存できる。  

5、春菊のサラダ  

 ＊規格外の春菊を活用＊  

【活用】  

夕食の追加１品になる。  

6、長芋のわさび漬け  

【活用】  

酒の肴になる１品  

＜８月の夏休みに親子での料理教室を企画＞  

子供と親が、規格外野菜を活用して一緒に料理を作る企画を考えまし

た。  

残念ながら開催に至りませんでした。当初の考え方から異なるという

ことで中止しました。 2023 年度は、当初の企画案と違いますが、企

画に縛られずに開催したいと考えています。  
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そのとき使うレシピです。 

＜開催時のメモ＞ 

 10月にリハーサルを２名のお手伝いの方の応援をいただき合計４名

で、うみかぜテラスで開催ができた。本番の料理教室は、１月、２月、

３月と３回設定したが、実際開催できたのは、１月７日のみとなった

。理由としては、２月開催予定日は会場が取れず、３月開催は参加者

も集まり、１週間前を切ったときに鎌倉農家に確認したら、残念なが

ら端境期に入り、野菜が提供できないということが判明し中止を決定

した。すぐに参加者に連絡をして会場をキャンセルした。募集要項や

レシピの準備をしていたので、とても残念な結果になった。年に２回

だけ端境期があるので、2023年度は事前に把握してその時期の開催を

避けて設定が必要であると学ぶことができた。  

 仕入れ農家を茅ヶ崎にある農家にすることが命題であったが、残念

ながらつながることができなかった。土曜日の朝に開催される市営球

場そばの朝市の時に農家にコンタクトしたが、あまり良い感触を得る

ことができないかった。茅ヶ崎の農家は諦めて、フレキシブルに対応

がいただける鎌倉農家に絞った。2023年度も鎌倉野菜の農家にお願い

することにする。  

募集方法については、いろいろと試みることができなかった。これ
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は、メインで活動している２名の本業が忙しく時間を割くことができ

なかった。2023年度に向けて募集方法に力を入れて活動する。  

３月開催の時に、鎌倉野菜の農家は端境期で作物を取らない時期であ

ったことから、三浦農家も同じような傾向にあると理解してしまい、

声をかけなかった。更には、端境期であることが判明したのが、１週

間前でもあり、もう少し早めに確認をするべきでした。三浦農家も同

様に端境期であることと考えてしまったことがある。  

 ここで考えるべきことは、やはり農家の方とは密に連絡を取るべき

であるとを学んだ。  

事業の参加者数  ４名（１月７日開催）  

事業の日程  

2022年10月15日（土） 料理教室本番のためのリハーサルを実施  

2023年１月７日（土） 料理教室開催  

2023年２月２２日（水）料理教室開催（日程変更後に場所が確保でき

ず）  

2023年３月２８日（火）農家端境期の為未開催（キャンセル）  

事業の成果と今後

の展開  

 事業スタート時は、コロナ禍の状況で、会場であるうみかぜテラス

が使用することが６月までできずに、開催が遅れることになった。会

場を借りることができるようになった７月１日から、開催日を確定し

たが、調理室利用に際して感染対策などの規制があり、当初予定して

いなかった、感染対策費用と衛生用品を購入しなければならなくなっ

た。この分の費用は個人負担となった。  

 講師と運営スタッフの本業の合間を縫ってスケジュールを立案する

のが難しく、10月15日（土）に設定することになる。この設定日は、

本番の料理教室のためのリハーサルとして実施した。理由としては、

実際の料理教室を開催するには十分な準備ができていないことがわか

り、急遽リハーサルとした。講師と運営スタフ以外に２名のお手伝い

の方を含めて４名でリハーサルができた。この経験貴重で、次の開催

への足がかりになった。募集パンフレット及びレシピも専門のデザイ

ナーに発注して作成することができた。この活動団体のロゴも廉価で

作っていただきました。リハーサルをしたことにより運営方法につい

て自信になり、2023年１月、２月、３月に開催するためのやり方など

を学ぶことができた。野菜仕入れも実際にダンボール箱２個を廉価で

仕入れして運ぶことができた。実際は、電車で運ぶのは個数と量が多

いので難しことが課題である。  

 今回の事業の最大の失敗は、予算の段階で、調味料やほかの食材を

計上することができなかった。より良いものを提供して参加者に満足

をしてもらえるようにすればするだけ、赤字になるので、マイナスの

グラフになってしまった。開催側としては残念な活動となってしまっ

た。料理する際さいに必要な、廃棄野菜以外の食材や調味料、安全の
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ための衛生用品を事前計上しなければならないという教訓だけが残っ

た。  

2023年1月７日（土）については、募集に対して４名の応募があり、

開催が午前と午後の２回開催できた。当初考えていた3,000円の参加費

の半額の設定1,500円で４名の収入を得ることができ、収入は、6000円

となる。参加者からのご意見としては、内容の割には、廉価の参加費

であるというご意見をいただきました。この事業を起案して、審査を

いただいたとき参加費が高いという指摘を受けて、半額で開催してこ

とにしたが、オリジナルの構想でもいけるという感触をえることがで

きた。 参加者が楽しんでもらえたのでやりがいを感じることができ

た。参加者からの口頭でのご意見の中には、普通の料理教室ではない

特殊な技術の説明もあり、価値のある料理教室であるともいわれる。

これからも参加を継続的にしたいと意見をいただきました。  

 最後に2023年度も2022年度の経験をもとに、無理ない開催間隔で設

定することにした。  
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

1.事業収入 ¥108,000 ¥6,000 2023年1月7日料理教室　＠1,500 x 4人

2.補助金 ¥100,000 ¥40,000 市民活動推進補助金（返納：60,000円）

3.団体収入 ¥840

¥208,000 ¥46,840

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

1-1事業人件費 ¥0 ¥0

1-2事業旅費 ¥7,200 ¥720 講師交通費（２日分）

¥34,440 ¥0 三浦野菜仕入れなし

¥3,960 ¥1,320 鎌倉野菜運搬費用（２日分）

1-3 物品費 ¥48,000 ¥4,000 鎌倉野菜農家２日分 @2000円ｘ２回

2 印刷製本費 ¥25,000 ¥22,000 募集パンフレット作成費用　750枚（合計）

¥25,000 ¥11,000 食材のレシピ制作費用　5500円ｘ２回 

¥12,000 ¥0

¥4,800 ¥0

3.使用料・賃借料 ¥43,200 ¥7,800 ２回開催（10/15, 1/7) うみかぜテラス調理室

4. 雑費（消耗品代） ¥4,400 ¥0

¥208,000 ¥46,840

収支決算書2022年度(多様性野菜活用支援協会）
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第９号様式（第１７条関係） 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

     

報告者 名 称 特定非営利活動法人ＳＵＰＵ 

スタンドアップパドルユニオン

代表者氏名 理事長 細井 隆 

令和４年４月１日付け４茅市自第１３号で交付決定を受けました「夏休み子

供向け SUP 体験会 2022」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり

報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

所在地     
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事業実施報告書 

事業名 夏休み子供向けSUP体験会 2022 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

実施場所：茅ヶ崎海岸ヘッドランドビーチ西側 

実施方法：2022年小中学校の夏休み期間の３日 

【体験会開催のお知らせおよび参加者募集広告】 

市内の小中学生を対象とし、ポスターを小学校へ配布、中学校

への掲示依頼を行いました。 

その他、チラシ、ポスターを地域周辺サーフショップ、コミュ

ニティセンターに配布しました。

合わせて、弊団体のホームページ、Facebookに告知し、予定の

日程全てが、告知後１か月で申込者多数により、満員御礼とな

りました。
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【体験会に向けた準備】  

① 体験会のカリキュラム

昨年の反省点を踏まえ、体験会の集合時間から開始時間までの間に

道具の説明やこども達とのコミュニケーションを取り、こども達が海

に出やすい環境を作りました。インストラクターも増員し、安全に特

に配慮しました。  

② インストラクターの T シャツを作成し、誰に付いていけば、教わ

ればよいかも明確になりました。
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事業の参加者数 実施回数毎２０名 ６回の実施 延べ１２０名 

事業の日程 

2022年07月17日 海況コンディション悪く中止 

2022年07月24日 １部２部の２回 

2022年07月31日 １部２部の２回 

2022年08月06日 １部２部の２回 コンディションにより 

土曜日に設定 

以上計６回 

事業の成果と今後

の展開 

１）場所・時期

夏休み時期ですが、ヘッドランドビーチ西側エリアは混み合

うことなく安全に開催できました。 

 昨年から開催していること、今年は小学校19校、中学校５校

への広告も行っていたことから、募集を開始後、早々に満員と

なりました。 

昨年の反省から、同じ子が複数回体験するよりも多くのこど

も達が参加できるよう、回数の制限を設けました。 

２）インストラクター人員

１回あたり８～９名体制＋学生ボランティア。

昨年よりも増員したことにより過不足なく対応できました。 

３）参加費用

一回あたりの参加費が５００円であることは概ね好評であ

ったと思います。 

４）来年度以降について

SUPが、子どもたち、親たちからの注目度が高いと改めて感

じ、補助金がなく参加費を増額しても参加したいとの意見もあ

りました。 

チラシ配布時にも、茅ヶ崎を盛り上げる一つとしてSUPを活

用することを歓迎してくださる地域の方々もおられ、海のアク

ティビティとして継続して行っていきたいと思います。
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（年齢別参加者数） 

５才  5 １１才  19 うち初心者：４１名  

６才  22 １２才  18 

７才  8 １３才  4 

８才  13 １４才  8 

９才  15 １５才  8 
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茅ヶ崎市内地域別 

ひばりが丘 2 松尾 3

旭が丘 2 松風台 3

円蔵 5 松浪 4

下町屋 5 常盤町 4

茅ヶ崎 2 中海岸 4

共恵 7 東海岸南 12

高田 4 東海岸北 6

室田 5 美住町 5

若松町 5 菱沼海岸 2

十間坂 7 浜須賀 2

出口町 3 浜之郷 5

小和田 3 矢畑 11

松が丘 6 柳島海岸 3

今年度は小中学校にまんべんなくポスターを配布したため茅

ヶ崎市内各地より参加してくださった。 

以下、アンケート結果 

① 参加費について

・ちょうどよい ・・・・・ ６０％ 

・もう少し高くてもよい ・・・ ３０％ 

・無料にしてほしい ・・・・・ １０％ 

② インストラクターの数

・ちょうどよい ・・・・・ １００％

③ コメント（抜粋）

・良い経験をさせて頂きました。スタッフの方々も良心的

で楽しく体験出来たようです。来年も是非宜しくお願い致

します！

・子供の自信につながり、いつも見られない一面が見られ

ました。ありがとうございます。

・パパも一緒にsupをしたかったようなので、親子sup教室

とかがあったら嬉しいです。

・時間が短く子供は物足りなかったようですが、とても楽

しかったようで、また機会があれば、参加したいです！
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・兄妹で参加させていただきました。兄の担当の方はとて

も親切に細かく教えて下さったみたいですが、妹の担当の

方はほとんど教えてもらえなかったみたいで、全く漕ぎ方

など分からなくて、初めてでどうしたらいいか分からなか

ったみたいです。親も見てましたが、確かに何も声掛けて

くれてる感じはなく、凄く娘が楽しみにしていたので、少

し残念でした。

・これからキッズが自分でSUPを始めたいとなった場合のオ

プションなどの情報があるとなお良いです。

・とても楽しいSUP体験でした道具がないと、なかなか体験

できるチャンスの無いものなので、ワンコインで体験でき

たのはありがたかったです。

・体験という事で、気軽に参加できました。とても楽しか

ったので、またやりたい！と言っています。親子で参加で

きる機会があれば嬉しいです。今回はありがとうございま

した！

・安全に楽しく体験出来、感謝です ありがとうございまし

た。 

・とても楽しく参加できました。金額も手軽で、何度も参加

しやすいです。スタッフの方も楽しい方ばかりな上、人数もか

なりいらしたので安心出来ました。 

・また来年も参加したいです。

・昨年につづき2回目の参加でした。小4の息子は楽しかった

と話しています。 

・天候に左右され、大変でしたね。それでも日程変更して設

定していただきありがとうございました。ザップを自宅に保管

して海まで持っていってというのが、なかなか厳しいのでこの

ような体験会はとてもありがたく有意義でした。大人も参加で

きるとうれしいな…と思います。また来年の企画、楽しみにし

ています。 

 ・初めは怖がっていた子どもたちでしたがインストラクター

の方が付きっきりで付き合ってくださり、最後にはニコニコ楽

しかった！と言っていました。また機会があれば是非参加した
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いです。 

 ・少しコツがわかってきたところで終了となってしまって物

足りなさを感じていたようです。 

・インストラクターの高校生がとても親切で、楽しかったそ

うです。 また、来年も参加したと言っています。 有難うご

ざいました。 

・楽しく体験させて頂きました。ありがとうございました。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

１．参加費収入 ¥70,000 ¥60,000 参加費　@500　×　20名　×　6回

２．団体収入 ¥565,050 ¥176,934
SUPUで負担。一般SUPスクール等の
運営資金から捻出。

３．補助金収入 ¥600,000 ¥600,000 市民活動げんき基金補助

¥1,235,050 ¥836,934

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

謝金 ¥840,000 ¥225,000

¥396,000

物品費 ¥44,550 ¥44,550

印刷製本費 ¥18,000 ¥18,000

保険料 ¥122,500 ¥54,384

使用料・賃借料 ¥210,000 ¥99,000

SUPインストラクター団体(一般社団法人日
本SUP指導者協会:SIJ)
講師料：@15,000×5名×3日

SUPインストラクター団体(一般社団法人日
本SUP指導者協会:SIJ)
講師料：@15,000×4名(協会派遣)　×　6回

インストラクター用Ｔシャツ 15枚

チラシ@20×400枚、ポスター@200×50枚
（小学校19校、中学校5校）

三井住友海上レクレーション保険：37,038 
= 賠償責任保険
5,000 = 参加者の傷害危険保険
12,346 = 予備日分の賠償責任保険

キッズ用ソフトSUP＋パドルセット＋ライフ
ジャケット　@5,000　×　６式　×　3日

¥1,235,050 ¥836,934

収支決算書
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

 所在地 

報告者 名 称 BENIRINGO 

代表者氏名 共同代表 田中 藍奈 

 阿部 汐里 

令和４年４月１日付け４茅市自第１４号で交付決定を受けました「➀フリーペーパー

の編集・発行②WEBサイトの更新と情報発信」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次

のとおり報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 
①フリーペーパーの編集・発行

②WEBサイトの更新と情報発信

事業の実施内容 

※実施方法、場所等を

具体的に記入してくだ

さい。

①フリーペーパーの編集・発行

［フリーペーパーBENIRINGO6 号の発行］ 

茅ヶ崎の地域課題や環境問題についてまとめたフリーペーパー 

今回の内容： 

・茅ヶ崎市と寒川町の気候非常事態宣言の周知

・アルミ缶のリサイクルについて

・日本の衣類廃棄の問題に対する古着の提案

・茅ヶ崎市の古着屋「Stone Free」の紹介

・茅ヶ崎市の藍染工房「Saiai studio」の紹介（高校生と一緒に手掛ける特

集）

発行日：2022年 11 月 13 日 

発行部数：1500 

※前回は発行部数を 2500 部としていましたが、2500 部では発行物を配る

ことに尽力する必要があり、本来情報を届けたい方々や欲しいと思ってく

ださっている方以外にも届いていました。これは情報を届けるという意味

では有効だったのですが、その分ごみになってしまう可能性もでてしまい

ました。そのため、発行部数を減らし、その分 HP や SNS に力を入れまし

た。

配架先：茅ヶ崎の事業者（40 箇所）、公共施設 （8 箇所）、学校（3 箇

所）、計 51 箇所、

②WEBサイトの更新と情報発信 

［ホームページの更新］ 

・NPO セカンドワーク協会に委託をし、デザインの変更・活動紹介ペー

ジの追加・お問合せホームの追加など見やすいホームページにリニューア

ルしていただきました。

・以前はフリーペーパーのデータは PDF のみで閲覧可能でしたが、ブロ

グ投稿のように記事を見れるようにすることで、WEB サイトを通じて冊

子では届けることができない方にも情報を届けることができるようになっ

た。

ホームページ公開日：2022 年 9 月

情報発信の内容 

・6 号までの過去の記事の WEB 記事化（pdf とは別に記事として読めるよ

うに編集し掲載）
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・水資源再生センター取材記事・・・◎

・enjoy works（鎌倉にて行政と協力しながらまちづくり事業を行なって

いる企業）取材記事・・・◎

・IGES（地球環境戦略機関）取材記事・・・◎

※◎の記事は今後フリーペーパーに順次掲載予定

事業の参加者数 

①フリーペーパーの編集・発行【5 名】

②WEBサイトの更新と情報発信【5 名】

※アクセス数等については、事業の成果と今後の展開に記載。

事業の日程 

①フリーペーパーの編集・発行

・7 月 20 日古着屋 Stone Free 取材＠Stone Free 店舗

・7 月 24 日藍染工房 saiai studio 取材＠saiai studio 工房

・7 月〜10 月執筆・レイアウト考案期間、取材先に記事の内容ついての確

認

・10 月 25 日デザイン打ち合わせ

・10 月各取材先に対し記事およびレイアウトの最終確認

・11 月 13 日フリーペーパー6 号発行

②WEBサイトの更新と情報発信 

・5 月 31 日 NPO セカンドワーク協会とオンラインミーティング

・6 月 27 日 NPO セカンドワーク協会対面制作作業＠サポセン

・7 月 13 日 NPO セカンドワーク協会オンラインミーティング

・8 月 3 日 NPO セカンドワーク協会オンラインミーティング

・8 月 15 日 NPO セカンドワーク協会対面制作作業＠サポセン

・8 月 19 日 NPO セカンドワーク協会オンラインミーティング

・8 月 26 日 NPO セカンドワーク協会オンラインミーティング

・9 月 1 日 NPO セカンドワーク協会ウェブ公開

・9 月 9 日 NPO セカンドワーク協会オンラインミーティング

・9 月 30 日 NPO セカンドワーク協会オンラインミーティング
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事業の成果と今後の

展開 

(事業の成果と良かった点) 

①フリーペーパーの編集・発行

配架先を今まで配架していた茅ヶ崎市内の飲食店や雑貨店、商業施設以

外にも、市役所や公民館などの行政施設や学校、今まで置いていただいて

いなかった店舗にも置いていただくことができ、多くの方の目に留まるき

っかけを提供することができた。 

 実際に冊子を目にした人から「何か一緒に活動ができないか」と SNS

やメールにお問合せいただいたり、実際に学校や保育園などに呼んでいた

だいたり、学校で冊子を授業内で取り上げていただく機会が増えた。冊子

制作や配布を通じて、地域課題や環境問題についての情報を多くの人に届

けることができていることを実感した。 

②WEBサイトの更新と情報発信 

 以前より活動内容や想いをわかりやすく効果的に記載することができ

た。具体的な数字で見ると、平均セッション時間（ページ滞在時間）が 2

分 26秒と一般的なブログの 1分 30秒に比べ約 1分長くなった。この数字

から、実際にページを閲覧してくださった方が、記事や情報に関心、興味

を持ってくださっている事が分かる。リニューアルにより、ページの充実

度を上げる事ができた。 

またアクセス数に関しては、ページリニューアル前に比べ、リニューア

ル後にアクセスして下さった数が約 10 倍になった。リニューアル前はア

クセス数が平均 20 程度だったものが、リニューアル後は平均 200 程度ま

で増やす事ができた。これは、フリーペーパーの認知度の向上や、私たち

の活動に関して関心を持ってくださる方が増えたことはもちろんのこと、

ホームページの存在やホームページでの情報発信の認知がされていると言

える。

 WEB サイトでのフリーペーパーの記事や最新情報の発信を通じて、冊

子を手にした人だけでなく、より多くの方に情報を届けることができるよ

うになった。例えば、フリーペーパー2 号（100 部発行）で掲載したサザ

ンビーチカフェの記事を WEB サイトで公開したところ、リニューアル後

の閲覧数は 700 回以上となり、フリーペーパーでは届かなかった方などに

も届ける事ができた。

 お問合せフォームを設置したことでお問合せ数が増加した。具体的な事

例は以下の通り。 

・小学校の教諭の方から社会科の授業に関しての質問や、冊子の利用につ

いてのご相談をいただき、実際に環境問題や社会課題に関しての周知にひ

と役買うことができた。

・活動内容について関心を持ってくださったメディアの方から WEB サイ

トを通じて取材の申込みをいただき、冊子やテレビへの出演をさせていた

だいた。そのことにより、さらに多くの方に活動に対して関心を寄せてい

ただき、WEBサイトの閲覧数も増加した。
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(反省点) 

①フリーペーパーの編集・発行

・茅ヶ崎市の気候非常事態宣言を周知するページでは、宣言がされた後に

茅ヶ崎市では具体的にどのような取り組みをしているのか、一人ひとりに

何ができるかなどの提案を記載することができなかった。

・衣類廃棄問題の改善策として古着コーデを提案する「リサコ」特集で

は、衣類の廃棄問題の現状について詳しく紹介することができなかった。

②WEBサイトの更新と情報発信 

・リニューアルに時間や労力をかけてしまい、想定していたよりもウェブ

の記事の更新頻度が少なくなってしまった。今後は更新頻度を定め、定期

発信をできるようにしていく。

・WEB サイトのリニューアル更新日がフリーペーパーの発行やマルシェ

開催時期と重なってしまったため、タイトなスケジュールとなり、NPO

セカンドワーク協会の皆さまに負担をかけてしまった。

(今後の展開) 

 今年度支援していただいたことで、WEB サイトでの情報発信とフリー

ペーパーの増刷が可能となり、その結果より多くの方に茅ヶ崎の課題や魅

力、環境問題について知っていただく機会を提供することができた。 

 WEB サイトとフリーペーパー使った情報発信は、より力を入れ継続し

ておこなっていくが、今後はそれと同時に課題や魅力に関心を持った方

が、実際に活動している団体や改善や発信につながる事業をされている方

と繋がる機会をイベントという形で提供しいく。情報に興味を持った方

が、実際に想いを行動に移すきっかけをご用意する事で、地域課題や環境

問題についてポジティブな動きをより広げていく。 

 私たちは、情報を発信することで市民の方々への啓発に繋がるよう活動

を行ってきた。昨年度の活動の中で、私たちを通じてさまざまな問題に関

心を持ってくださった方から、具体的な解決に向けた活動を求めるお声を

複数いただいた。また、取材などを通じて繋がらせていただいた活動団体

の方々からは、新たなメンバーや参加者の方を求めているというお声をい

ただくことができた。活動の中で得たそれぞれのニーズを私たちは繋げる

ことができ、その繋がりがこれからの茅ヶ崎の環境をより良くしていくと

感じています。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

1.団体収入 74,428 61,555 団体活動費より充当

2.助成金収入 297,000 243,000 市民活動げんき基金補助（返納：54,000円）

371,428 304,555

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

1.委託費 155,000 180,000 webデザイン￥55,000

フリーペーパーデザイン￥125,000

2.通信費 13,200 13,200 サーバー代(2022.4～2023.3)￥13,200

3.物品費 13,805 14,329 アダプター￥8,564(4,282×2)

撮影フィルム￥3,300

SDカード￥699

USB￥1,766

4.消耗品費 2,187 1,830 フィルム写真現像代（データ化）

5.印刷製本費 96,236 80,368 フリーペーパー発行費（1,500部）￥53,990

編集ソフト代￥26,378

6.謝金 70,000 10,000 6号掲載のsaiai studio佐野さんへの謝礼金

7.交通費 21,000 4,828

371,428 304,555

収支決算書

浜須賀入口～茅ヶ崎駅南口（往復：バス）
浜須賀入口～辻堂駅南口（往復：バス）辻
堂駅北口～矢崎（往復：バス）辻堂団地～
辻堂駅南口（往復：バス）辻堂駅～茅ヶ崎
駅（往復：電車）金額や日程など詳細は別
紙、交通費台帳に記載
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第９号様式（第１７条関係） 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年 ３月 ３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

  所在地                     　　　　  

報告者 名称  ふらっと南湖 

代表者氏名 代表 松本 素子 

令和４年４月１日付け４茅市自第７号で交付決定を受けました「子どもを大

切に育むための『子どもの権利』勉強会＆地域交流会」事業の補助金に係る補

助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 
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事業実施報告書 

事業名 子どもを大切に育むための「子どもの権利」勉強会＆地域交流会 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

A「子どもの権利をみんなで知ろう、学ぼう！勉強会」(全６回) 

 ＊勤労市民会館の全てのイベントは13時から準備し、１４～１６時の２時間でした） 

第１回「もし、子どもの権利が日本社会に知られていたら」（5/7：10人） 

・体験者Rさんの生い立ちの詳細説明とディスカッション

・広島アドボカシーセンター定者弁護士のYoutube を視聴。「子どもの権利」は日本

国憲法と同等の価値と効力のある法で、批准時に国内法を整えておくべきだったこと

を知る。 

第２回 社会的養護体験者と考える“これからの児童福祉”（6/25：10人） 

・体験者Rさん生出演でフロアと直接質疑応答。当事者の発信がこの問題の顕在化

と問題解決に大きな役割をもつことを確認した。 

第３回 里親を知る映画上映と里親子対談 （7/2：18人） 

・佐野翔音監督「育ててくれてありがとう」を視聴。血のつながりよりも深い「時間的な

繋がり」が大事であることを知る。視聴者の中に涙した人多数 

・後半のディスカッションは、フレンドホームの体験者が登壇し、施設での生活を話す。

第４回 「子ども権利 with スリフラ（Three Flags）」（8/6：57人） 

・当事者発信で活躍中のスリーフラッグスの3人を迎えて、早稲田里親研究会と共同

開催。 

・「子どもの権利」について、3人のユースによる体験談と条文を照らし合わせながら説

明、質疑応答を行った。 

＜アンケート結果から ピックアップ＞ まとめを添付 

・施設で育った方の話を聴く機会が初めてだったので、明るく発信しているのが印象

的だった。 

・私たちも社会資源なのだと思いたい。

・血縁より一緒に関わって生活していくことが大事だと思った。

・半径５mの人を笑顔にする。日常の延長線という言葉。

第５回 行政（茅ケ崎市こども育成相談課）とのディスカッション（10/12：20人） 

・社会的養護体験者（男性3人）の話と質疑応答を行った。

・国の調査：児童養護施設等への入所措置や里親委託等が解除された者の実態把

握に関する全国調査報告書(三菱UFJ) の資料提出も行った。 

・11/15はその後のフォローアップとして、行政職員と行政のできる範囲や役割、そし

て、南湖ハウスのフレンドホーム～ファミサポ活動のいわゆる「ライト級里親」のイメージ

について話し合った。 

第６回 子どもは地域のみんなで育てよう！（3/11：15人）  

子どもの権利に関する取組だけでなく、児童養護施設「こどもの園」主任保育士和田

靖子さまからフレンドホームの具体的な事例と共に子どもにとっての意義を聴くことが

できた。 

＊場所は第５回以外はすべて勤労市民会館。 
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B地域交流会 子どもは地域のみんなで育てよう！ 

B-1,2 南湖ハウスの庭へようこそ！(地域交流)

・3月に植えたジャガイモの収穫を行った。（6/19：大人７人＋子ども５人）

・チョークアートを夏と秋休みにランチ付きで行った（子ども ７/28:6人,10/11:5人）.

・庭に花を植えるのは、随時天気を見ながら行い、地域の方も持ち込んでくれている。

・子どもの第三の居場所になるには、それ以前に親を含めた大人が安心できて楽しい

場所であることに気づく。手芸＆井戸端会議(12/7,1/11,2/8,3/8 各5人程度)、持ち

寄りお食事会（5/13,6/9 各5人程度）、お料理教室（4/27，1/20各5人程度）などを

開催し食を囲んで楽しく安心なコミュニティが作られつつある。 

・防災＆災害食料理教室（3/21：親子4組、大人+子ども=13人）

＊当ハウスは住宅地にあるため、庭で遊ぶ子どもたちの声が元で近隣トラブルにつな

がる恐れもある。そのため地域との円滑な関係性づくりの大切さを再認識し、実行に

移していくことで「地域で子どもを育てていくこと」を実践していきたい。 

B-3 年末年始 お正月と里帰り「ゆっくり会って、お話しよう」

里子たちとは、それぞれの仕事もあり、ゆっくり話をする機会は少ないが、今年は活動

も忙しかったので、スタッフ、ユースたちと誕生日会＆忘年会を行った。ケーキや食事

も手作りし会場に運んでカラオケ付きで楽しんだ。(会場：しおさい南湖、12/17：来客

、スタッフ 計8人) 

・正月はユース(里子兄弟)が12/30~1/9まで里帰り。9日の成人の日は里子が20歳な

ので、着付けを手伝い、見送った。 

・「湘南学習のススメ」の縁造さん講師で、お金の勉強をボードゲームを使って学ぶこ

とができた。コラボ勉強会は来年度につながる取り組みである。（1/4：6人） 

事業の参加者数 Ａ（子どもの権利）135人 ＋Ｂ（地域交流）101人＝236人(延べ) 

事業の日程 

実施内容に記載。ここでは、写真を提示します。 

5/7開場前と展示物(紹介本) 
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6/25 当事者Rさんの話 7/2 映画上映と里親子対談 

8/7 スリーフラッグスと 10/12 こども育成部 

3/11 子どもの園 和田様のお話  3/21 防災＆災害食料理教室 

チョークアート ジャガイモ収穫祭 
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事業の成果と今後

の展開 

前年度と今年度の比較では、 

① 参加者が30数名だったのに対し、延べ参加者が230人を超えたのは一つ

の成果だと思うが、まだまだ発信力の不足を感じる。今年度は、南湖

ハウスから外に出て他団体の関係性を持とうとしたことが大きかった

と思うので、来年度もさらに他団体の活動に関心を持ちながら協働す

ることをしたいと思う。市内で言えば、チガラボやサポセン、Ｃの辺

り、とまり木さんなど、場所(拠点)のあるところや、広報ちがさきや

新聞雑誌でも取り上げてもらったが、来年度も適切にマスコミにも発

信していきたい。 

② 「子どもの権利への理解」については、茅ケ崎市に「子ども条例」が

できて、アドボカシー分野で南湖ハウスのスタッフが役立てればと考

えている。今年度は、市議会議員と様々なところで密に会う機会もあ

り、市議選後もつながりを持ちつつ、活動を前に進めたい。

③ 市民参加者から「部分最適と全体最適の視点」を学ぶことができたの

は今年度の活動で最も大きな認識と言える。大人になると、日々の生

活の中で流され、大事なことを忘れ、いつの間にか本来の「目的(幸せ

であること)」よりも「（なければならない）手段」がゴールになりが

ちである。大人はよくよく意識と反省しながら物事を進める必要があ

る。

④「ライト級里親」の啓発については、今年度から初めて始めた「ファミ

サポ」を松本が体験する中で、親のサポートの大切さと必要性を認識し

た。特に一人親の場合、「子育ての全てと経済を一人でこなすのは無理

がある」ファミサポ制度をさらに深化させ、「地域で子育て」の考えの

普及で、泊りもできるファミサポ、社会的養護とは限らないフレンドホ

ームが制度として定着すれば、地域に安心が広がり、少子化対策の一つ

にもなるのではないかと思う。 

フレンドホームの推進については、子どもの園には毎月ボランティアに

訪れ、関係づくりをしつつ、協働してゆきたい。ボランティアの心得・

役割には、先駆性、行政の手が届かないところへの補完的役割があると

書いてあり、市民の日々感じることに行政人も耳を傾け、人間債や感性

のある業務遂行をお願いしたい。 

＊茅ケ崎のショートステイは施設と聞いている。日ごろから利用していれ

ば怖がらずに利用できるが、普段施設が開かれていなければ、子どもに

とって、一人で初めて泊まることは恐怖でしかない。子どもの気持ちに

寄り添った普段的な関係づくりが大事である。 

⑤今年度は新たな出会いから、理学療法士の宮﨑さんとのコラボイベント

が 10 月と 12 月に行なわれた。遠方の川崎や藤沢からも来ていただき、

ランチ付きでママたちはホッとしてもらえて、こちらの活動にも関心を

持ってもらえた。（親子 3 組ずつ）次年度も引き続きすることとなった。 

なお、今年度事業計画の評価と期待の中に「発信や広報」に関しての必
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要性については、6 月に出会ったビデオ制作者に活動紹介ビデオを作っ

てもらい、また、冊子については、地域のライター、イラストレーター

なども関わってもらい、わかりやすいものができあがった。同様にＨＰ

の更新を進める。コラボイベントを開催する中で南湖ハウスの活動広報

をしつつ、楽しみながら「お互い様にフラットに学びあうこと」ができ

る次年度にしたい。 子どもの幸せ(福祉)は、大人の幸い。立場もフラ

ットに協働したい。  
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

１　団体収入 67,240 71,355 会費、団体への寄附等、団体資金から充当

２　事業収入 8,000 2,500 参加費　500円×5人（ジャガイモ収穫祭）

３　補助金収入 298,000 295,000 市民活動げんき基金補助（返納3,000円）

合　　　計 373,240 368,855

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

2022/5/7　\20,000

2022/6/25　 \20,000

2022/8/6　\20,000×3

2023/3/11　\10,000

旅費 27,000 16,280 スタッフ交通費　交通費台帳参照

★用紙:A4カラー500枚入(822円×8＋767×
3=8,877）

マスク 877円(消毒液はサポセンより支給）

文具(付せん・ﾏｼﾞｯｸﾍﾟﾝ・ﾉｰﾄ･USBなど）4,942円

インク代（5478＋3677+5349=14,504円）

苗・肥料(1,253+1,550=2,803円)

★南湖ハウス通信等印刷代 8,977円

★冊子制作代 128,470円

(執筆44,000、ｲﾗｽﾄ44,000,ﾃﾞｻﾞｲﾝ・印刷40,470)

★勉強会の広報チラシ1000枚(4434)、活動広報
カード100枚(741)　計5,175円

郵便料金(送料）2,690円

★冊子配布送料　2,400円

55,000 55,000 「育ててくれてありがとう」映画レンタル料

29,640 7,860 勤労市民会館研修室　貸借料（5回）

合　　　計 373,240 368,855

ふらっと南湖　令和4年度の決算報告

　10/12の活動を知ってほしい市役所職員研修(行政との協働）が認められなかったため、謝金や交通費の

すべてが団体からの出費となった。冊子制作はイラストレーター、デザイナー、ライターさんなどの力が必要

だったので、当初予算より増えたが出来上がりは満足のいくものだった。地域との関係性も出来た。

また、予算には入れていなかったが、活動を分かりやすく解説した動画も制作した(5万円ほど）。

142,622

通信運搬費 28,000 5,090

110,000160,000謝金

収支決算書

使用料・賃借料

32,00336,200物品費

印刷製本費 37,400
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「子どもの権利 with スリフラ」 アンケート結果 

開催日 2022.0806 

参加者 57名（ゲスト・スタッフ含む） 

アンケート回答数  31名（イベント参加のきっかけ：知り合い・メール(15),SNS(7),チラシ・新聞他(9) 

Q1. Three Flagsの話を聴いて、印象に残ったことは？ 

・施設で育った方の話を聴く機会が初めてだったので、明るく発信しているのが印象的だった。

・育ち方に関係なく、人と人とのささやかな繋がりが世界をもっと温かくすると思った。

・当事者からの発信の力を感じた会だった。

・社会的養護のその後を知る機会が無かったが、スリフラのように生きがいに満ちた大人になること

を心から願う。 

・ポジティブなものを発信しているのが素晴らしいと思った。

・個人的な感情を話していただけて良かった。

・カウンセラーが足りないとの話が気になった。

・今の日本で、自分と周りの人々が笑顔でいられるのか、見直すことが大切。

・私たちも社会資源なのだと思いたい。

・「(心の)揺らぎ」を正直に話してくれた内容が良く、もっと聞きたかった。 

・とても興味深かった。血縁より一緒に関わって生活していくことが大事だと思った。

・「どのように関わり育てていくか」が子どもの人生に大きな影響を与えることがわかった。 

・子どもの権利

・「虐待は保護されたらおしまいではない」という言葉がとても印象に残った。今までは保護された

ら安心・解決というイメージを持ってしまっていた。 

・心や体のキズをどのように癒し、治すのかという当たり前に気づかされた。

・大人が本気を出せば変わる。

・半径５m の人を笑顔にする。日常の延長線という言葉。

・小さな気づきがその子の人生、生死さえも変える。

・大変明るい前向きの話をうかがい、これまでの虐待経験者のイメージが少し変わった。

・社会人として未熟な人間が児童養護出身者であるという認識だけではないことがわかった。

・YouTube を見ていたので、そのまんまという印象。とてもポジティブな印象でした。

・実体験の話を正直に話され、うかがえて良かった。

・子どもの支援をする仕事なので子どもの想いを大切にしたいと思った。

・山本さんの「親と引き離されない権利」とブローハンさんの国籍取得の話。

・１８９につなぐということだけでなく、小さなことであってもその瞬間を助けてくれたことが当事

者の心に残るという話。 

・「心の家族」「全ての人が当事者」「大人が本気になれば成し遂げられる」が刺さった。 

・皆さん本当に良く考え勉強し、努力していてすごい！中でも「感謝」という気持ち受け取ってます。 

・日常の中で、当事者の話を聴くことが無かったので、社会的養護が必要な若者に対する制度を考え

る時の参考にしたいと思う。 

・誰がキーパーソンになるのか。
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・子どもに対して、押し付けないでただ受け入れる。じっと待つ。支援者の連携。その子のその瞬間

を助ける。 

・ACHA の「死にたいと思う人に生きていてよかった」と思えるような取り組みをされていること

が印象に残った。光となるような活動を続けてください。 

・3 人とも大変な過去だったと思いますが、自分と周りの人を笑顔にすることに全力で取り組んでい

る姿勢に胸を打たれました。 

・自分には虐待された経験はないが、生きづらさを感じている人に対して何かしたいなと思った。

・「神様は自分の願いを聞いてくれなかった」という話もありましたが、一緒に苦しんでくれたのだ

と思います。なぜなら、今を活かしているから。自分を愛し、信じたから今があると思いました。 

・施設で育ってよかったと聞けた事が印象に残った。

・3 人の方がこれまで関わってきたいろいろな方々への感謝の言葉を語られたことに、一人の支援者

として大きな希望を感じました。本日はありがとうございました。 

・皆さまのつらい体験が温かな大人との出会いで辛いままで終わらず、同じ立場に置かれた方々に大

きなパワーを与えられるようになったことは、やはり、神様のお陰だったように思います。 

Q2. 感想＆Three Flagsへのメッセージ 

・ご苦労を力に変えられた３人はかっこいいです！

・これからの活動に大いに期待しています。今後もがんばってください。

・YouTube 見ます！ チャンネル登録します！

・これからも発信してください。当事者として声をあげて欲しいです。

・継続支援の大切さを知りました。

・このような講演会は初めてでしたが素晴らしい会でした。また参加したいです。

・今日の素晴らしいキセキの時間をありがとうございました。

・自分らしく生きていて本当に素晴らしい。皆さんの魂がすごく成長されて大人の私の方が子供。

・初めの大きな一歩を踏み出してくれたことに感謝します。

・小さなことが成せないのであれば大きなことを成せないと思っています。

・大人は子どもに試されていると感じます。

・これからも子どもと大人をつなぐ活動を応援します。

・里親をしたいと思っています。なかなか一歩が踏み出せずにいますが、参考になることが多く聞け

て勇気がでました。これからも頑張ってください。 

・里親のことが知れてよかった。

・実体験からの話はとても勉強になった。社会的養護という言葉を知れてよかった。

・3 人が社会的養護の課題をとてもポジティブに伝えてくれて、楽しみながら考えさせられた。参加

してよかったです。ありがとうございました。 

・これからのご活躍を応援します。

・有意義な時間をありがとうございました。

・素晴らしい活動で応援したいです。

・前向きな姿勢を見習いたいです。

・行政で日々社会的養護に至らない困難を抱えた子どもに向き合っていますが、今回の話でヒントを

いただけた気がします。 
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・今日はスリフラの皆さんに直接会えて生のお話を聴けて本当に良かったです。

・当事者だからではなく、人として「やるべきことを目指す」「伝えたい」という想いが伝わった。

・施設を運営していますが、卒園後の子どもたちが心配です。

・虐待の経験をした子どもや若者の支援は、おそらく専門的な治療プラス、長期的な繋がりが必要な

のだと感じました。 

・里親です。縁組した息子の養育にも大変勉強になるお話でした。

・３人とも現状を鋭くよく観察されていて、表現力もすごくて優秀な方々だと思います。質問に即答

できるのも立派なことです。発言者の存在の大切さを実感できました。 

・貴重なお話をありがとうございました。社会的養護に関する知識を深めることができました。とて

も難しい問題だと思いますが、一人でも多くの人に皆さんのお話や子どもの権利が広がると良いと

思います。当事者だけでなく、全員が当たり前のように知っている未来になってほしいです。 

・今日まで社会的養護をネガティブな印象を持っていましたが、3 人のお話で良い印象に変わりまし

た。これからも世の中の印象を変えて欲しい。応援しています。 

・3 人のそれぞれのメッセージはとても心に響きました。活動に注目していきたいと思います。

・厳しい環境に生まれたであろうと推察してきましたが、とてもポジティブに考えられ、生きてこら

れたことに敬意を表します。今後も周囲を巻き込むパワーを大いに発揮してください。 

・出来る出来ないは色々でもマザーテレサの「無関心」が一番さびしいことだと思いました。

・子どものことは子ども自身に聞く。

・このような機会を作ってくれてうれしいです。

・社会的養護についてあまり馴染みがなく、どこか他人事として捉えておりましたが、登壇者 3 名の

お話とお人柄に引き込まれ、あっという間の 2 時間でした。3 名とも自分と年齢も近く色々と感じる

ものがありました。質疑応答についても、社会的養護に対する皆様の関心が伺え、まだまだお話を聞

いてみたかったなと感じています。 

・体に気を付けて益々多くの方々にたくさんのパワーをさし上げてください。ご活躍をお祈りいたし

ます。 

Q3.茅ケ崎での里親説明会への参加 

参加したい 5   参加を検討する 11  参加しない 5(遠い) 
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第９号様式（第１７条関係） 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

報告者 名 称 特定非営利活動法人こども応援丸 

代表者氏名 理事長 森 浩之 

令和４年４月１日付け４茅市自第３号で交付決定を受けました「鶴嶺中学の

学習支援開始の感染防止対策とパワフル大作戦」事業の補助金に係る補助事業

の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

所在地  
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地  

報告者 名称  わんにゃんマルシェ実行委員会 

代表者氏名 古知屋 友里 

令和４年４月１日付け茅市自第１５号で交付決定を受けました「いのちの教室（仮） in わ

んにゃんマルシェ」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名 いのちの教室（仮）in わんにゃんマルシェ 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

「①いのちの教室」 

わんにゃんマルシェの根底にある動物愛護の考え、「なぜ保護

犬保護猫がいるのか、なぜ捨てられる命がなくならないのか、

動物を飼うということ、私たち一人一人が考えるべきこと」を

プロクオリティ動画として作成していただき、それを実行委員

が持ち回りで「いのちの教室」として開催。動画を見てもらい

実行委員から詳しい説明をし、参加者さんからの質疑応答に答

える形です。 

  9月29日：鶴嶺高校ボランティア塾にて 

生徒１２８名参加 

  11月6日：イベントわんにゃんマルシェ内にて動画上映 

参加人数約３０名 

  2023年1月：YOUTUBEチャンネル開設 公開 

  2023年3月6日～26日：茅ヶ崎サポセン開催の「こどたん+

2023」特設サイトにて動画紹介 

広報活動はチラシを制作、イベント会場内で配布。 

またわんにゃんマルシェHPとSNSにも掲載しました。 

「②わんにゃんマルシェ」 

毎年開催している動物愛護の啓発活動のためのチャリティイ

ベントです。 

  11月6日：10：00～15：00 

第一カッターきいろ公園にて開催 

参加保護団体 10団体 

キッチンカー 12台

物販出店 12店舗

保護団体による譲渡会・犬のしつけ教室・

飼い主さんのマナー教室

広報活動はポスター、チラシを制作。市の掲示板に掲示して

いただいた他、市内の店舗さんにおいてもらいました。また 

わんにゃんマルシェHP、SNSと参加団体さん、参加出店者さ

んの各SNSでも掲載拡散していただきました。 

（① ②ともチラシ別途添付いたします）

事業の参加者数 

① 約150名 ②約1500名（譲渡会入場者842名・フリー会場の

来場者・参加団体・出店者・運営スタッフ含む）
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事業の日程 

① 2022年9月29日 1    3：30～15：30

2022年11月6日 イベント開催時に3回の動画上映会

2023年3月6日～26日 こどたん＋2023特設サイトにて

② 2022年11月6日     10:00～15:00

事業の成果と今後

の展開 

令和４年度は新型コロナウィルスも少し収まり、各種イベン

トもいろいろ開催され世の中が動き出した感じがしました。

イベント「わんにゃんマルシェ」に関しては、今年度も前回同

様保護犬保護猫の譲渡会を中心としての開催となりました。

開催時期の11月にはコロナによる制約もだいぶ少なくなりキ

ッチンカーや物販の出店者さんも増え、コロナ以前のイベント

に近くなったような気がします。当初の予定通り11月に開催す

ることが出来、お天気にも恵まれたくさんの方にご来場いただ

けました。

コロナ対策として、譲渡会場のみを区切って入り口を設け一度

に入場できる人数を制限、また会場入り口での消毒にご協力い

ただきました。前回は会場に入るために待つ人で列が出来てい

たのが、今回は入場入り口での検温と名簿の記入が不要とのこ

とで、入場時の混雑も緩和されスムーズな人の動きとなったと

思います。事前にHPやSNS等でご自宅での検温のお願い、体調

に不安のある方は参加をご遠慮いただくようお願い、会場内で

のマスク着用のお願いなどを告知、感染予防へのご協力を徹底

いたしました。
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＊会場内の様子とイベントポスター 

前回同様保護犬保護猫の譲渡会会場のみ入場料（小学生以上お

ひとり100円）をいただき、キッチンカー、物販ブースは入場

自由としました。今回も譲渡会会場では入場料をいただくこと 

、コロナ対策にご協力いただくこと、キッチンカー等での買い

物後にでたゴミは各自持ち帰ってもらうこと、ペットを連れて

のご来場時のマナーの厳守にご協力を仰ぎ、ご来場の皆さまほ

とんどの方がきちんとルールを守ってイベントを楽しんでく

ださり、大きな問題もなく無事イベントを終了することが出来

ました。 

今回のイベントでの寄付金総額 150,200円 

入場料：84,200円 

出店料の半額：66,000円 

参加団体10団体に寄付 

（たんぽぽの里、にゃん幸、寒川ねこ倶楽部、しっぽ村 

キャットセカンドライフ赤い毛糸、湘南１レーベン、

ボーダーコリーレスキュー、三崎動物保護センター

アニプロ、CCP）

譲渡会実績（トライアル含む） 

犬：８匹 

猫：１匹 

（猫の生体の譲渡会参加数が少なかったため、実績数も少なく

なっています。） 

イベントの開催に向けて準備をしつつ、今年度はげんき基金の

補助金にてハッピーフィルムズ様にご協力いただき、「いのち

の教室」の動画を作成いたしました。
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動画作成の目的は、「いのちの教室」として私たちの動物愛護

への想い、活動を知ってもらうこと、また保護犬保護猫のボラ

ンティ団体さんへの理解、動物を飼ってる、またはこれから飼

いたいと考えている皆さんに「命を飼うことの責任」を改めて

考えてもらうきっかけになればと考えました。動画撮影には神

奈川県動物愛護センター、寒川町、市内保護ボランティア団体

にご協力いただきました。

出来上がった動画は、鶴嶺高校の「ボランティア塾」にて生徒

さんに向けて公開。動画視聴後に団体さんの補足説明や質疑応

答の時間を設けました。128名の生徒さんに参加いただき生徒

さんからの質問感想からも動物愛護への関心の高さをうかが

い知ることが出来、私たちにとってもとても貴重な体験となり

ました。

＊画像は動画のワンシーンです。 

またイベント「わんにゃんマルシェ」の会場の公園内の休憩所

を使い上映会を開催。3回の上映でのべ30名ほどの方に動画を

みていただくことが出来ました。上映会場である休憩所に一度

に入れる人数が少なかったこと、上映時間が限られたこともあ

り、イベント来場者数からするとそれほどたくさんの方に見て

いただくことは出来ませんでしたが、興味を持っていただけた

方が少しでもいたことは確かです。 

クオリティの高いとても素晴らしい動画を作成していただき、

その後も動画に関するお問い合わせも多かったので「わんにゃ

んマルシェ」のYOUTUBEチャンネル（https://youtu.be/8Ei8T

kVncSQ）にアップ、どなたにも見ていただけるようにしてあり

ます。まだ再生数はそんなに伸びていませんが、これから広報

活動し広げていきたいと思います。

56

https://youtu.be/8Ei8TkVncSQ
https://youtu.be/8Ei8TkVncSQ


３月にはサポセン茅ヶ崎さんの「こどたん＋２０２３」のサイ

ト内にて動画紹介のコーナーに載せていただきました。

３月１２日の実開催のイベント時にも会場内のモニターで動

画紹介もしていただきました。

今後の展開と課題として 

今年度計画していた「いのちの教室」の開催が、運営スタッフ

の体調不良での入院、家族の介護等、不慮の出来事で動ける人

員の数が少なくなってしまい当初の計画通りに開催できなか

ったことが反省点です。が、市内学童、養護学校からの開催依

頼も受けており、また動画に関するお問い合わせ等も入ってい

るので引き続き来年度も「いのちの教室」の開催を続けていき

たいと思います。 

イベント開催に関しては、今年10回目となりコロナ下でのイベ

ント運営のスキルも身に付き、今後も年に1度の開催を計画し

ていきたいと考えています。ただ少ないスタッフで継続してい

く難しさも毎回感じていて、リアルに動物たちと触れ合える大

きなイベントだけでなく、小規模なイベントやオンラインでの

発信、SNSを使ったライブイベントなども企画していきたいと

考えています。また応援してくださる方を募って運営の強化も

したいと思います。

今回動画制作しただけでなく、自分たちでイベントの様子を動

画撮影しインスタグラムに掲載しました。いのちの教室の巡回

や動画配信、ライブ配信は引き続き来年度に継続させていこう

と思っています。そのための運営スタッフの募集も併せて来年

度への課題としていきます。 

私たちの活動は継続し続けることに意義があると思っていま

す。もし仮に大きなイベントが出来ない事態となっても、いろ

んな形でいろんな手法で私たちの動物愛護の根底にある「その

動物の命に責任を持つ」という考えを発信し続けていきたいと

思います。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

入場料 50,000 84,200 おひとり100円×842人

団体収入 45,170 990 運営費より

補助金収入 303,000 259,000 げんき基金より（返納44,000円）

488,170 476,190

支出 （接続紙）

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

謝金 10,000 0

動画制作費 165,000 165,000 ①動画制作料

合計 488,170 476,190

23,790

17,000 9,380

使用料・賃借料 36,220 29,050

②当日受付5000円×５　会場整理5,000円
×５

②市内18名交通費6,680円　市外2名交通
費2,700円

賃金（会員外）

旅費

①いのちの教室チラシデザイン料5,000円
印刷代150部3,000円　②イベントチラシポ
スターデザイン料10,000円　印刷代2000部
5,790円

印刷製本費 29,000

寄付金 95,000 150,200 10団体　（入場料＋出店料の半額から）

収支決算書

キッチンカー出店料8,000円×12　物販出
店料3,000円×12

②出店者・参加団体へのチラシ郵送料370
円×19

①②ビデオカメラ39,800円　①②コピー代
1,940円

②公園使用料26,250円　②サポセン備品
使用料（テント・テーブル。椅子）2,800円

7,030

出店料 90,000 132,000

70,000 50,000

通信運搬費 7,400

物品費 58,550 41,740
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第１０号様式（第１７条関係） 

購入物品使用報告書 

１ 

物品の名称 取得日 取得価額 

ビデオカメラ 2022/11/1 39,800 

使用方法 

「いのちの教室」開催時の動画撮影と配信用 WEBカメラとして使用

２ 

物品の名称 取得日 取得価額 

使用方法 

３ 

物品の名称 取得日 取得価額 

使用方法 

備考 １ 使用方法欄には、取得した物品をどのように使用したかを、具体的に記述してくださ

い。 

２ 「ユーザー登録」を必要とする物品を購入した場合は、団体が登録し、登録したこ 

とがわかる書類を添付してください。 

３ 購入した物品の写真及び物品を使用していることがわかる写真を添付してください。 
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いのちの教室

わんにゃんマルシェでは動物愛護の啓発活動として「いのちの教室」
の動画を製作しました。学校の授業で、公的な場所での学習会で、動
物関連のイベントで、多くの方に見ていただきたいと考えています。
「いのちの教室」を開催するにあたり開催場所を募集しております。
詳しくはホームページをご覧ください。

ホームページ

byわんにゃんマルシェ

INSTAGRAM  FACEBOOK
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

報告者 名 称 一般社団法人４Ｈｅａｒｔｓ

   代表者氏名  代表理事 那須 かおり 

令和４年４月１日付け４茅市自第１９号で交付決定を受けました「スローコミュニケ

ーションプロジェクト」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告しま

す。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

所在地 
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事業実施報告書

事業名 スローコミュニケーションプロジェクト

事業の実施内容

※実施方法、場所等を

具体的に記入してくだ

さい。

1. スローコミュニケーションマガジン

今までの活動を統括した、茅ヶ崎発のウェブサイト制作

BtoC企業や接客サービス現場での情報コミュニケーションバリアに

対する取り組みの、良好事例キュレーションサイト。

社会の中で情報コミュニケーションバリアに取り組むことが、個人

価値から企業価値・CSRにもなるよう、ブランディングしていきた

い。

SNS（Facebook・Instagram等）やメルマガでも広く周知している。

サイト制作費用の中には、トップに流

れるムービー撮影費用も含まれる。

茅ヶ崎館を舞台に撮影した映画「3泊４

日,5時の鐘」が、国際映画祭で作品賞

を受賞された、三澤拓哉監督に撮影し

て頂いた。

市内の居酒屋を営業前に特別にお借り

して、ろう者を主人公に、多様な特性

のある人たちがコミュニケーションを

とる様子を撮影。店員役にはプロの俳

優に演じていただき、スローコミュニ

ケーションプロジェクトの本質を伝え

る動画になっている。
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サイト制作にあたっては、月に1度、NPO法人セカンドワーク協会、

株式会社ボンド、ライターの森岡悠翔さんと打ち合わせ実施。

2. スローコミュニケーションダイアローグみみここカフェ

22年度 偶数月開催（延べ28人参加）

手話通訳２名と、株式会社リコーの音声認識Pekoeの情報保障を毎

回、配置している。

音声認識の提供と誤変換の修正対応を、株式会社リコーの社員にご

協力いただいた。

3. スローコミュニケーションラボ

共同研究・マーケティング・選挙受付用ボード

（指差しメニュー、コミュニケーションボード用ラミネート）

今までは雄三通りを中心に活動していたが、今年度はさらに発展し

て2022年8月から10月にかけて、神奈川大学人間工学研究室、大和

リース（株）、まちづくりスポット茅ヶ崎、（株）ピクシーダスト

テクノロジーズのご協力の元、茅ヶ崎市内の各施設（BRANCH茅ヶ崎

内店舗）での音声認識機器の設置実証を行った。

また、10月11月には茅ヶ崎市役所1階市民ふれあいプラザで、相談

会を実施。市民にアンケートにご協力いただいた。

NPO法人サービスグラントの、NTTドコモグループ社員のプロボノ
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チームには、BtoC企業への接客サービス改善についての実態とマー

ケティング調査を実施していただいた。

2022年9月に実施した図書館でのイベントを、NPO法人2枚目の名刺

の社会人プロボノに、パッケージ化を支援いただいている。

22年10月には茅ヶ崎市長選があり、選挙受付のコミュニケーション

ボードを提供。23年4月の統一地方選でも導入予定。

これらのアンケート・マーケティングデータを踏まえた、接客サー

ビス現場でのコンサルティング事業や、指差しメニュー・コミュニ

ケーションボード開発に着手。

そのためのラミネート加工費。

雄三通りのチェルシーヘア（美容院）でコンサルティングを実施。

下記の通り、コミュニケーションボードや音声認識アプリを活用し

て聞こえない・聞こえにくいお客様とスタッフとのコミュニケー

ションをデザインするコンサルを実施。
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選挙ボードに関しては、投票所現場ボランティアスタッフの意識に

左右されてしまうため、10月市長選での導入では上手く活用されな

かった。そこで、今年4月の２選挙でもボードの提供＆市役所職員

への５分間の説明を実施。（それでも改善はまだまだ見込めないと

踏んでいる）
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4. スローコミュニケーショントレーニング

「こころで聴く図書館　失われた魔法書を探せ！」

チラシ印刷と動画撮影

9月23日（金・祝）に茅ヶ崎市立図書館で、ワークショップを実

施。そのイベントフライヤーの印刷費。

見えない・きこえない・話せない状況をそれぞれ体験しながら、３

人１チームで協力しあって本を探すイベントを開催した。

✔ 見えない人（アイマスク）…本に触ることが出来る

✔ きこえない人（ヘッドフォン）…人に触ることが出来る

✔ 話せない人（バツマスク）…筆記用具に触ることが出来る

『誰ひとり取り残さない』というルールのもと、ハンデはあっても

それぞれの出来ることで協力し合うことで、無意識の思い込みに気

づき、されて嬉しかったことを他の人にも転換できるようになる。

このイベントは、茅ヶ崎市と共催で実施。

後援に茅ヶ崎市聴覚障害者協会、茅ヶ崎寒川地区⾃閉症児・者親の
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会、公益社団法⼈茅ヶ崎⻘年会議所、茅ヶ崎市社会福祉協議会。

動画撮影は㈱メディア・ケイフォルムに依頼。字幕、ナレーター、

手話通訳ワイプも挿入しての紹介動画となった。

23年度、茅ヶ崎市役所1階大型スクリーンにも流していただける予

定。

ワークショップ運営・レポートボランティア交通費

月１回、まちづくりスポット茅ヶ崎でワークショップを実施。

「サイレントアート」「サイレント書道」運営ボランティア。

前半はヘッドフォンを活用した聴覚障害体験、後半は「声を出さな

い」というルールのもと、アートや書道を通して越境コミュニケー

ションを体感するもの。

活動を広げていく中で、4Heartsに監事と事務局が増え、さらに運

営を手伝っていただく事務局ボランティアが加わった。

5. スローコミュニケーションキッチン

茅ヶ崎駅南口の飲食店をお借りしてチャレンジキッチンを実施。

22年6月の１周年を機にランチ提供を終了。以降は月１回お借りし

ての夜間提供に切り替え。

マンパワーと事業のバランスを考えた時に、手が回らないのと、企

業研修提案営業フェーズに入ったため、事業優先順位を付けて研

修・講演に集中する。今後、また再開したい。

6. その他予算について

ボランティアによるSNS発信を当初は予定していたが、コロナ禍の

ため遠方からのボランティア受入が困難となり、予算使途を下記に

変更。

小冊子の増刷

茅ヶ崎市内だけでなく横浜や神戸などでも数百冊配布したため、小

冊子が足りなくなり、げんき基金のロゴを入れて増刷をかけた。

事業の参加者数

図書館イベント参加者　24名　　見学者約70名　

みみここカフェ参加者　28名

事業の日程 スローコミュニケーションプロジェクトWebサイト

（https://slowcommunication.jp/）　公開予定日2023年3月20日

みみここカフェ（偶数月1回　日曜日10時～12時開催）

　第10回　 4月24日　参加者8名

　第11回　 6月26日　参加者4名

　第12回　 8月21日　参加者4名

　第13回　10月23日　参加者3名

　第14回　12月11日　参加者3名

　第15回　 2月 5日　参加者6名

図書館イベント　9月23日（12：30～16：45）

茅ヶ崎市立図書館　第1会議室
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事業の成果と今後の

展開

形がないものをわかりやすく「伝える」ことができた

令和4年度かながわボランタリー活動奨励賞を受賞！
おかげさまで、このような評価を頂くことができました。活動年度

が浅いにも関わらず、1度目での受賞はまれだということでした。

これまでげんき基金を活用し、多くの方の応援のお陰でここまで来

れました。心より御礼申し上げます。

『スローコミュニケーションプロジェクト』Webサイト

（https://slowcommunication.jp/）　公開予定日2023年3月20日

スローコミュニケーションについてわかりやすく、様々な事例や取

り組みなどが集まったサイトとして発信していく。

また、げんき基金のスタートアップ、ステップアップの1回目でご

支援いただいた『みみとこころのポータルサイト』

（https://4hearts.net/）は、今後もMagazineとして当事者のロー

ルモデルや情報を発信していく。

図書館イベントのパッケージ化とシリーズ化

図書館イベントを実施後、レポートを読んで全国各地から「うちで

も実施できないか」など問い合わせが来るようになった。

そのため、全国でも広がるようパッケージ化を進めている。

イベント当日は、各グループに「助っ人」と呼ばれるインクルーシ

ブファシリテーターに付いてもらっていたが、それが一番重要だっ

たと感じている。そのため、インクルーシブファシリテーターの養

成講座などの制作にも今後着手して行きたい。

23年度は茅ヶ崎市立博物館で出来たらと考えている。いろんなまち

の中でシリーズ展開できればと考えている。
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みみここカフェダイアローグ

みみここカフェダイアローグは、2023年2月までに15回開催され、

その間にスローコミュニケーションプロジェクトが始まり、活動が

広がった。今後は偶数月ではなく年に1度の開催にする。

・アンケート内容

「自身の内にあった言葉にならない感情や思いを誰かが言葉で表し

ているのを見て、自然と自分の中で解決していっているのが不思議

で、そのおかげかフットワークが軽くなった気がします。」

「こういう場は普段の生活の中にほとんどなく、障害の有無に関係

なく貴重な機会だと思います。」

「みんなで作っている場である、という感じがよかったです。」

「ずっと障がいのある人に対する付き合い方がわからず、悩んでい

ました。何かお役に立ちたいけれど、迷惑ではないかと何も出来ず

にいました。でも、なんとなく、当事者の気持ちが少しわかったよ

うに思います。もっと知りたいと思いました。」

開催レポートを読んだ全国からの当事者の方から相談が寄せられる

ようになった。

さらに、対話を通してスローコミュニケーションプロジェクトに純

度高く賛同してくださる方々が増え、4Heartsのサポートスタッフ

として関わってくれるようになった。

コンサルティングとキーステーション

実証実験で集まったデータ、代理店営業活動をコンサルティングに

結びつける。

また、ツール使用意識向上と、社会モデルの提供のためのキース

テーションを設立したい。
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

1　団体収入 140,649 168,334 団体活動費にて充当

2　事業収入 60,000 28,000 みみここカフェ参加費（1,000円×28人）

3　補助金収入 600,000 600,000 市民活動げんき基金補助

800,649 796,334

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

謝金 60,000 60,000 みみここカフェ手話通訳謝金　5,000円×各回2名×6回

委託料 667,700 656,700

スローコミュニケーションプロジェクトサイト制作

費用 NPO法人湘南スタイル ¥544,500

みみとこころのポータルサイト保守管理委託費用；
NPOセカンドワーク協会\13,200(年間）
動画撮影編集；㈱メディア・ケイフォルム￥99,000

（年間）

旅費 48,000 15,000 ボランティア交通費　1000円×15回分

物品費 3,939 3,099
指差しメニュー・コミュニケーションボード用
A3ラミネートフィルム100枚　¥1,938
A4ラミネートフィルム100枚　¥1,161

印刷製本費 4,810 47,470
★チラシ印刷A4サイズ、マット紙、両面カラー；プリ
ントパック300枚￥4,250
★小冊子増刷　¥43,220　（2000冊）

通信運搬費 16,200 14,065
サーバー費用（1年間）；\11,880
ドメイン料　（1年間）；\2,185

800,649 796,334

収支決算書
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第９号様式（第１７条関係） 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 殿 

所在地  

報告者 名称  マザーアース茅ヶ崎

代表者氏名 山田 秀砂 

令和４年４月１日付け４茅市自第６号で交付決定を受けました「心の詰まりを取ろう怒りを

知る『アンガーマネジメント講座』」事業の補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告

します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 
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事業実施報告書 

事業名  心の詰まりを取ろう、怒りを知る「アンガーマネジメント講座」 

事業の実施内容 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。

社会生活の中にある怒り・性差別による怒り・家庭生活の中の怒り

などを 「アンガーマネジメントによる後悔しない怒り方・伝え方」

のメソッドを知って活用いただく事は、私達の大きな目標の一つで

す。「1 人 1 人が自分の言葉に責任を持つ事で怒りの連鎖を止め

る事が出来る」 という事を多くの人に広めて、その事が「心理的

安全性を確保する上で必要 不可欠」であり、その効果はあらゆる

組織において実証されております。  

今後は「心理的安全性を確保した上に成り立つあらゆる分野の多様

性の活躍を最終目的」に努力して行きたいと考えています。 

多様な考えを持つ人の集合体である組織の中で、他を認める関係を

構築する事でやる気を鼓舞する一つのメソッドとして「怒りを知

る・アンガーマネジメント」を実施いたしました。 

今期実施内容 

：日本アンガーマネジメント協会のメソッドによる、講師１名によ

るセミナー形式（約２時間） 

：パワーポイントによるスライドと、テキスト（Ａ４カラー１２ペ

ージ）を使用  

：コロナ対策として講師はスクリーン反対の竿後部にてマイクを使

い講義・消毒・検温など実施 

方法 

：1部は参加者4～6名のグループ G内での自己紹介と参加理由 

：パワーポイント・手元資料で講義 

：カテゴリ別にG内での感想を話し会って纏めて、Gとして発表 

：休憩を挟んで2部に 

：思考は1部と同じ、G発表の祭は順番に発表者を変える 

：G発表の際、講師が質問をする事もある 

参加者全員に話してもらう事に重きをおき、参加しているという意

識を感じてもらう。 

体験談や感想を話し合い、まとめを発表するワークショップの要素 

が重要。 

実施場所・日時・参加人数 

：４月15日（金）PM10～12 ＰＧＣ会議室 参加者12名  

ステップファミリー体験者と悩みを持つ人とのセッション

とその後「アンガーマネジメントの関連と紐付け」の再構築 

（ＳＦ体験者2名と悩み中の女性4名と内部スタッフ6名・全女性） 

：5月18日（水）ＰＭ10～12 ＰＧＣ会議室  参加者6名
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「ＤＶで離婚を決意するタイミング」過去に体験した人と現在 

進行形の人とのセッション （ＤＶ体験者３名 内部スタッフ 

3名 男性2名・女性４名） 

：6月中止 

：7月7日（木）ＡＭ10～12  松浪コミュニティセンター会議室

参加者 8名（男性2名・女性6名） 

基本はメソッドに従いましたが、4月5月のセッション内容を 

一例として取り上げました 

：8月15日（月） 男女共同いこりあ大会議室 参加者 20名 

テーマ「60歳以上の限定」として募集（男性４名・女性16名）

愉しい70代・80代を過ごす為に必要な怒りのコントロールとは 

:9月15日（木）  いこりあ大会議室  参加者 13名（男性６名

・女性7名） リトルハブホームとのセッション

「コミュニケーション能力と怒りの関連」とは？

：10月15日（土） 土曜日で中止 

：11月16日（水） 海岸コミセン 防災安全部会役員と自治会長 

との「心理的安全性の確保」について意見交換会（男性4名・女

性2名） 

:12月15日（木）  ミニアンガーマネジメント 参加者 ８名 

（全女性） 

・1度参加いただいた人への聞き取り調査をどうするか？

・いただいたご提案・要望などの整理とスタッフの認識の共有

などをテーマに合同3者会談 

事業の参加者数 50名（女性32名・男性18名） 

事業の日程 

４月15日（金）PM10～12 ＰＧＣ会議室 

参加者12名（うち、スタッフ６名） 

5月18日（水）ＰＭ10～12 ＰＧＣ会議室 

参加者6名（うち、スタッフ３名） 

6月中止 

7月7日（木）ＡＭ10～12 松浪コミュニティセンター会議室 

参加者  8名 

8月15日（月） 男女共同いこりあ大会議室 

テーマ「60歳以上の限定」として 参加者 20名

9月15日（木） いこりあ大会議室 参加者 13名 
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リトルハブホームとのセッション「コミュニケーション能力と怒り

の関連」とは？ 

10月15日（土） 土曜日で中止 

11月16日（水） 「心理的安全性の確保」について意見交換会 

12月15日（木） ミニアンガーマネジメントと会議 

事業の成果と今

後の展開 

：アンガーマネジメント「怒りとは」単体内容の回数は今期限定

となると３回と少ないですが、チラシや広報をみての問い合わせ

件数は参加申し込み者以外に14件あり関心の高さを感じました 

：毎月15日の開催予定でしたが、15日の曜日がまちまちで集客

が難しくなったのは大きな反省点です。 

：年代は小さなお子さんを持つ30代の若いお母様から70代後半

の方まで幅広い参加者でした。 

：「怒りを我慢するのではなく、どのように気持ちを整理したら 

良いか勉強になった」「アンガーログを実践してみたい」など、

参加者からは前向きな感想をたくさん頂きました。 

また、セミナーに参加できなかった方からテキスト要望の 

の問い合わせが６件あり無料でお渡し致しました。（開催場所コ

ミセンに預けるなど工夫しました）

男性は疑心暗鬼な方と最初から闊達にお話されるかたも居られま

したが、時間の経過と共に心を開かれご質問をよくされるようにな

る傾向です。 

：男性の方が思いのほか「怒り」ということにご意見をお持ちだ

という事が意外であり新しい発見と思いました。例えば 

・「普通に話しているだけ」なのに怒ってるとよく言われる

・自分の体験した中からでしか「こうすべきは判断できない」

・会議などで、ついカチンと来る事は確かにある

などのご感想をいただきました。 

ご参加された男性はほぼ全員が怒りの発生メカニズムや原因を

お話すると「そうなんだよな～」と納得していただけたことはス

タッフもやり甲斐あったと納得の結果でした。

今後は男性社会である防災とも絡め、よりたくさんの方々に受講 

して頂けるような企画を考えております。 

男性に関してのレポートとしては男性に対してこそ「アンガーマネ

ジメント・怒りをコントロールする」を受講していただきたいと益

々考えました。 

今後の高齢化社会を考えると最も重要と思えるのはウェルビーイ

ングな生き方を望む方々へのチケットとして是非皆様に受講して
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いただき 60 代以上の気持ちの良い関係を持てる方々が多くなれ

ば・・・ 

実働世代の幸せ度も上がると考えます。  

肉体的、精神的、そして社会的に良好な状態を目指す生き方が有る

事を心より知って欲しいと考えています。 

ハーバード大学成人発達研究が 75 年間にわたって追跡調査をした

結果、幸福な人生を送るために一番大切なものは「良い人間関係を

築くこと」ということが明らかになったそうです。 

荒ぶる災害時の避難所運営や平時の訓練など、あらゆる組織の心理

的安全性確保へ重要な鍵となるのが本企画だと信じております。 

購入させていただいたビデオカメラで講座の様子を撮影しました。 

記録と共に編集に力を入れ、分りやすくご理解しやすいショート編

を作成してみたいと考えています。団体ＨＰへの掲載や今後実施す

る講座で放映する等、さらなるアンガーマネジメントの周知・啓発

に活用していきます。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

団体収入 981 15,640 「マザーアース茅ヶ崎」会費より

事業収入 60,000 15,000 参加費　300×50人

補助金収入 190,000 120,000 市民活動げんき基金補助

（70,000円返納）

250,981 150,640

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

物品費 152,642 65,340 ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ1台

教材費 40,000 46,868
ｾﾐﾅｰ用資料

A4ｶﾗｰﾃｷｽﾄ　840枚（33,600円）
　　A4ﾓﾉｸﾛｺﾋﾟｰ　1523枚（13,268円）

感染予防対策費・消耗品 16,304 0

印刷費 25,235 38,432
パンフレット印刷（ｺﾐｾﾝ・掲示板・ﾎﾟｽﾃｨﾝｸﾞ）
　　A4チラシ片面ｶﾗｰ　1900枚（4,932円）
　　A4チラシ両面ｶﾗｰ　7500枚（33,500円）

通信・運搬費 16,800 0

250,981 150,640

収支決算書
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第１０号様式（第１７条関係） 

購入物品使用報告書 

１ 

物品の名称 取得日 取得価額 

ビデオカメラ

パナソニック HC-W590MS-B 2022年 5月 10日 ６５，３４０円

使用方法 

セミナー開催時の様子や発言の記録に使用。（写真添付）

２ 

物品の名称 取得日 取得価額 

使用方法 

３ 

物品の名称 取得日 取得価額 

使用方法 

備考 １ 使用方法欄には、取得した物品をどのように使用したかを、具体的に記述してくださ

い。 

２ 「ユーザー登録」を必要とする物品を購入した場合は、団体が登録し、登録したこ 

とがわかる書類を添付してください。 

３ 購入した物品の写真及び物品を使用していることがわかる写真を添付してください。 
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第９号様式（第１７条関係） 

備考 この実績報告書には、領収書の写しを添付してください。 

市民活動推進補助事業実績報告書 

令和５年３月３１日 

（あて先）茅ヶ崎市長 

所在地

報告者 名 称 湘南Liebe 

代表者氏名 代表 三輪 マリ子 

令和４年４月１日付け４茅市自第５号で交付決定を受けました「赤ちゃんと

ママのためのコンサート～こどもから大人まで楽しめるコンサート～」事業の

補助金に係る補助事業の実績を、次のとおり報告します。 

１ 事業実績 

別添事業実施報告書のとおり 

２ 収支実績 

別添収支決算書のとおり 
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事業実施報告書 

事業名 
赤ちゃんとママのためのコンサート 

～こどもから大人まで楽しめるコンサート～ 

事業の実施内容 

 

※実施方法、場所等

を具体的に記入して

ください。 

2022年  

１．日時：7月30日（土）10時15分開演 

   会場：茅ヶ崎市民文化会館ミニホール 

 チケット： 大人1000円（0歳～3歳まで1名無料） 

こども500円（4歳以上） 

   ＊定員20組 

   内容：音楽の生演奏（40分間） 

   ※購入した楽譜「崖の上のポニョ」海のおかあさん演奏 

      助産師さんとのお話会（40分間） 

 

２．日時：12月24日（土）12時30分開演 

   会場：茅ヶ崎市民文化会館小ホール 

   チケット：大人1000円（0歳～3歳まで1名無料） 

こども500円（4歳以上） 

＊定員80組 

内容：照明とステージの飾りつけでクリスマスの雰囲気

の中、音楽の生演奏（50分間） 

※著作権購入により以下を演奏 

１．ララルー ～わんわん物語～ 

２．ありがとうの花～おかあさんといっしょ～   

３．バロックホーダウン～エレクトリカルパレード～ 

４．小さな世界      

５．お話と音楽「はらぺこあおむし」（クリスマスバー

ジョン） 

６．お誕生日おめでとう（11月12月1月生れのお友達） 

＊お申込みの時に情報を頂いたお子さまのお名前を 

お呼びします 

７．童神 

８．手遊び歌 おおきなたいこ・とんとんとんひげじい 

さん 

９．そりすべり   

10．クリスマスソング・メドレー 

～赤鼻のトナカイ・あわてんぼうのサンタクロース・ 

ジングルベル～ 

11．きよしこの夜 
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2023年 

３．日時：3月6日（月）10時15分開演 

会場：茅ヶ崎市民文化会館ミニホール 

チケット：大人1000円（0歳～3歳まで1名無料）

こども500円（4歳以上） 

＊定員20組 

内容：音楽の生演奏（40分間） 

助産師さんとのお話会（40分間） 

事業の参加者数 
１．7月30日 46名 ２．12月24日 185名 ３．3月6日 48名 

（0歳～3歳の赤ちゃんを含みます）   合計  279名 

事業の日程 

第1回  5月 9日（月）三輪宅  参加者4名 作業 

第2回  5月16日（月）練習室２ 参加者5名 音楽練習 

第3回  7月14日（木）練習室２ 参加者5名 音楽練習 

第4回  7月18日（月）ミニホール参加者6名 リハーサル

第5回  7月19日（火）三輪宅  参加者3名 作業 

第6回  7月30日（土）ミニホール 参加者11名 本番 

第7回  8月 4日（木）三輪宅  参加者3名 作業 

第8回  8月29日（月）練習室２ 参加者4名 音楽練習 

第9回  9月12日（月）練習室２ 参加者4名 作業 

第10回 10月 8日（土）練習室１ 参加者7名 音楽練習 

第11回 11月14日（月）練習室２ 参加者3名 作業 

第12回 11月21日（月）練習室１ 参加者7名 音楽練習 

第13回 12月 5日（月）練習室１ 参加者7名 音楽練習 

第14回 12月12日（月）練習室２ 参加者3名 作業 

第15回 12月19日（月）小ホール 参加者10名リハーサル 

第16回 12月24日（土）小ホール 参加者1３名本番 

第17回 12月26日（月）三輪宅  参加者3名 作業 

2023年 

第18回 1月16日（月）三輪宅 参加者4名 作業 

第19回 2月 6日（月）練習室２  参加者4名 音楽練習 

第20回 2月28日（火）白十字会林間学校交流ホール 

 参加者4名 音楽練習 

第21回 3月 5日（日）ミニホール 参加者5名予定リハ 

第22回 3月 6日（月）ミニホール 参加者8名予定本番 

第23回 3月10日（金）三輪宅 参加者3名予定作業 
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事業の成果と今後

の展開 

＊事業の成果 

コロナ禍で休止していたコンサートでしたが、今回再開の告知

を今まで参加された方に配信をしたところ、多くの反響があり

ました。 

3年間の間に第1子から第2子に受け継がれて、リピーターのか

た・新規の赤ちゃんとママ・パパも参加されました。 

また、茅ヶ崎市にとどまらず近隣の市（平塚市・藤沢市・小田

原市・横浜市）からの参加のかたもいらっしゃいました。 

このような状況をみますと、コロナ禍での制約があって安心し

てお子様と出かける場所を求めているママ・パパの要望に応え

ることができたのではないかと思います。 

最近の子育てはママだけではなく、パパも活躍しています。 

助産師さんとの相談会もパパの思っている不安な面が解消さ

れるのではないでしょうか 

このコンサートの必要性を感じています。 

アンケート集計でも、小さな子供を連れて出かける場が少ない

という記入が見受けられました。 

そして子供から大人まで楽しめるコンサートの成果としては、

アンケートからもわかるとおり、楽しかった！の声です 

コンサートに一緒に行けたこと、子どもが楽しいんでいる様子

を見て幸せを感じる心を提供できたことです。 

リピーターの方でほとんど毎回参加されていたお子様は成長

されて今回から、大人のコンサートにデビューします！と私た

ちの企画の別のコンサートに来場されました。 

このように、引き継いで年齢とともに音楽を家族で楽しむ場所 

を提供してゆきたいと思いました。 

（アンケートの集計は別紙参照） 

 

今回は、コロナ禍でのコンサートのため、チケットは事前清算

（Paypay・銀行振り込み）チケット郵送という方法で開催しま

した。 

当日の受付がスムーズにお客様を誘導できました。 

パーテーションやフェイスシールドを購入して、受付をする際

の感染対策をおこないました。 

＊今後の展開 

必要性を感じましたので赤ちゃんとママのためのコンサート

は継続していきたいと思います。 

最近はパパの参加者も多いので、参加しやすい土・日に設定を

して、お申し込みの参加者に全員に来ていただけるように工夫

をしたいと思います。 

ミニホールで行う場合 1回 20組（40名）ほどしかご参加い
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ただけないので、2回公演ができるように工夫したいと思って

います。 

また、赤ちゃんを卒業した幼児・低学年のお子様むけに 

別企画で、参加型・体験型のコンサートを検討しています。 

今回のコンサートの記録は、ホームページやSNS、YouTube作成

のために活用します。 
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収入

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

会費 9252 1547 2021年会費

事業収入 144000 163500 1000円×24名＋500円×2名

1000×106名＋500円×17名

1000×23名＋500円×2名

補助金収入 323000 323000 市民活動げんき基金

476252 488047

支出

科　目 当初予算額 決算額 内　訳

賃金（会員外） 51000 76000 外注スタッフ

作業・受付・会場設営・搬入・搬出

（別紙　賃金台帳参照）

３名　　　　　　　　　　　　　　42000円

ステマネ・記録・会場設営

1名　　　　　　　　　　　　　　　22000円

助産師

1名　　　　　　　　　　　　　　　12000円

謝金 98400 104000 外部演奏者

20000円×3名　　　　　　　　　　　60000円

（打合せ・練習・リハーサル・本番含む）

チラシデザイン1名　　　　　　　11000円

照明1名　　　　　　　　　　　　　　33000円

旅費 33440 57840 会員　詳細別紙

会員8名

物品費 33372 25382 パーテイション　　　　　　　　　　5980円

フェイスシールド　　　　　　　　　　440円

マッキー黒　　　　　　　　　　　　　　92円

ハイマッキー　　　　　　　　　　　　115円

チケット用紙　　　　　　　　　　　　423円

プリンタラベルシール　　　　　　3388円

封筒長４　　　　　　　　　　　　　　321円×2

封筒長3　　　　　　　　　　　　　　　701円

クラフト封筒　　　　　　　　　　　2144円

クリアフォルダー　　　　　　　　　1097円

コピー用紙A4　　　　　　　　　　　　693円

ゼムクリップ　　　　　　　　　　　192円×２

領収書　　　　　　　　　　　　　　　　　92円

収支決算書
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ヤマトのり 　　269円

インクカートリッジ 　7602円

楽譜７月「海のおかあさん」　　　1320円

印刷製本費 53000 26890 7月チラシ1000部　　　　 　3490円

12月チラシ1500部　　　　　　　　4280円

12月プログラム200部 　5236円

3月チラシ1000部　　　　　　　　3490円

コピー代（楽譜・アンケート・送り状）

5554円

ポスター（クリスマス用2枚）　　　　4840円

通信費 34860 25470 7月コンサート

切手84円×16枚　　　　 　　1344円

（申込者にチケット・チラシ送付）

レターパック 　　　370円

（出演者に楽譜・チラシ他送付）

12月コンサート

レターパック×3通 　　　1110円

（出演者に楽譜・チラシ他送付）

140円×3通　　　　 　　　420円

（チラシ送付）

定形外390円×2通　　　　 　　780円

（出演者に楽譜・チラシ他送付）

切手84円×80枚　　　　 　　　6720円

（申込者にチケット・チラシ送付）

94円×3枚　　　　 　　　　282円

10円×6枚　　　　 　60円

（チラシ送付不足分）

120円×57通　　　　 　　6840円

（保育園・幼稚園・小児科・他チラシ送付）

140円×25通　　　　 　　3500円

（子どもの家に送付・平塚市・藤沢市）

94円×1通　　　　 　94円

（申込者にチケット・チラシ送付）

250円×1通　　　　 　　　250円

（出演者に楽譜・チラシ送付）

120円×6通　　　　 　　　720円

　（申込者にチケット送付）

3月コンサート

250円×1通　　　　 　　　250円
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260円×1通　　　　　　　　　　　　　　　260円

260円×1通　　　　　　　　　　　　　　　260円

250円×1通　　　　　　　　　　　　　　　250円

140円×1通　　　　　　　　　　　　　　　140円

140円×1通　　　　　　　　　　　　　　　140円

（出演者などに楽譜・チラシなど送付）

切手84円×20枚　　　　　　　　　　　1680円

（申込者にチケット・チラシ送付）

使用料・賃借料 172180 172465 コンサート代　　　　　　　　　　　　165040円

著作権使用料　　　　　　　　　　　　7425円

合計 476252 488047
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市民活動推進補助事業 協力企業

湘南ヤクルト販売株式会社 

対象の自動販売機で飲み物を買うと、売り上げの一部が市民活動推進基金へ寄附

されます。設置場所：茅ヶ崎市体育館（茅ヶ崎市十間坂三丁目 6番 5号） 

対象となる自動販売機は、こちらのえぼし麻呂のデザインが目印です！ 

指１本でできる募金です！ 

株式会社ゴルフダイジェスト・オンライン（GDO） 

令和５年度事業は、株式会社ゴルフダイジェスト・オンライン（ＧＤＯ）様から 

の企業版ふるさと納税も活用して補助を実施します。 

「GDO 茅ヶ崎ゴルフリンクス」（茅ヶ崎市菱沼海岸）の運営事業者として、これまでも 

市政の様々な分野に対しご寄附をいただくなど、ご支援・ご協力をいただいております。 

みなさまの寄附が 

市民活動の応援に 

つながっています！ 

ご協力いただき 

ありがとう 

ございます！ 
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